
万円予 
算

平
成
29
年
度

　

3
月
7
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
町
議
会
で
、
平
成
29
年
度

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、｢

第
五
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画｣

及

び｢

美
浜
創
生
総
合
戦
略｣

に
掲
げ
る
施
策
を
着
実
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
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一
般
会
計
は
前
年
度
比
7
・
5
％
減

会　計　区　分 予算額　

特別会計

診療所事業 1億6,135万円(-3.8％)

国民健康保険事業 14億2,440万円(+7.1％)

後期高齢者医療事業 1億1,628万円(+4.7％)

介護保険事業 11億9,376万円(-1.1％)

簡易水道事業 1億2,617万円(+5.5％)

集落排水処理事業 2億1,900万円(-11.3％)

公共下水道事業 5億703万円(+1.9％)

産業団地事業 1,196万円(-97.3%)

住宅団地事業 6,128万円(-82.9%)

道路用地取得事業 2億5,200万円(-56.3%)

小　　計 40億7,323万円(-19.4％)

企業会計 上水道事業 3億1,910万円(-19.7％)

①町税
23 億
8,012 万円

⑦地方譲与税 5,170 万円

⑧税交付金 1 億 9,700 万円

⑨その他交付金
280 万円

⑩地方交付税
9 億 5,000 万円

③使用料及び
　手数料
　9,586 万円

⑪国庫支出金
15 億
3,543 万円

⑫県支出金
11 億 2,940 万円

⑤繰入金
1 億 1,214 万円

⑥諸収入 1 億 3,828 万円

⑬町債 4 億 7,600 万円

④その他
3 億 2,643 万円

(-0.5％ ) (+13.3％ )

(+115.8％ )

(-92.4％ )

(+3.7％ )

(-0.6％ )

(-16.5％ )
(-6.7％ )

(-2.1％ )

(+15.9％ )

(+60.1％ )

(-0.9％ )

歳入
74億
9,593万円
(-7.5％ )

①議会費 9,522 万円
(-5.3％ )

②総務費
15 億 3,264 万円

(-5.6％ )

③民生費
14 億
9,115 万円

(-0.8％ )

④衛生費
13 億 1,048 万円

(+0.8％ )

⑤労働費 3,845 万円( ± 0％ )

⑥農林水産業費 4 億 3,827 万円 (+32.8％ )

⑧土木費
5 億 7,107 万円

(-25.5％ )

⑨消防費
2 億 8,855 万円

(-13.1％ )

⑩教育費
10 億
3,834 万円

(-24.2％ )

⑪公債費
　3 億 8,106 万円 (+6.6％ )

⑫予備費 2,000 万円 ( ± 0％ )

歳出
74億
9,593万円

⑦商工費
2 億 9,072 万円

(-19.1％ )

(-7.5％ )

※ (　) は対前年度比

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑦地方譲与税･･･自動車重量譲与税、地方揮発油
譲与税

⑧税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取
得税交付金

⑨その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑩地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務が
できるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部また
は一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
手数料･･･税の証明や住民票等の交付に対する手数料等

⑪国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑫県支出金･･･事業など特定の目的の財源として県
から交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･他の収入科目に含まれない収入をまと
めた科目。延滞金や預金利子、雑入等

⑬町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

④その他･･･財産収入、繰越金、寄附金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③民生費･･･児童福祉・障がい者への福祉サービス
や老人福祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経
費

④衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営に係る経費

⑦商工費･･･中小企業の振興育成・雇用促進、観光
振興にかかる経費

⑧土木費･･･道路・橋・河川・町営住宅の管理や都
市計画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩教育費･･･小中学校の管理･運営や総合体育館等の
管理･運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑪公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

歳 入

⑫予備費･･･予算編成で予期しなかった支出に対応
するための経費

歳 出

※自主財源･･･町が自らの権限で収入できるお金

※依存財源･･･国や県等から交付されるお金

用 明説語

一

■ 一般会計歳入

■ 特別会計 ･ 企業会計

■ 一般会計歳出

予算総額

一般会計　74 億 9,593 万円

特別会計　40 億 7,323 万円

企業会計　  3 億 1,910 万円

※実際の予算額は千円単位ですが、分りやすくするため
　万円単位で表示しています。

118億8,826
　町には、お金を出し入
れするために3つの財布

を用意しています。

　1つ目は「一般会計」と

いう財布。これは、町の

基本的な行政サービスを

行うために必要なお金を

出し入れする財布で、通

常はこの財布にお金を入

れたり、そこから払った

りしています。

　2つ目は、「特別会計」

という財布。この財布の

中は、10個に仕切られて

おり、「診療所事業」や

「国民健康保険事業」等

があります。

　3つ目は、一般の会社

と同じ会計方式をとる「企

業会計」という財布。現

在、町には1つだけ「上水

道事業会計」という会計が

あります。

美浜町の 3つの財布

万円

　
　
　

別
会
計
の
予
算
規
模
は
、
40
億
７
，

　
　
　

３
２
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

特特
別
会
計
は
前
年
度
比
19･

4
％
減

②分担金及び負担金
1 億 77 万円

(+0.4％ )

自主財源 (42.1％ )

依存財源 (57.9％ )

※ (　) は対前年度比

※ (　) は対前年度比

19･

4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
若

狭
美
浜
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
や
美
浜
東
﹃
美う
ま

し

野の

﹄
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
第
2
期
分
譲
区
画
の
整

備
完
了
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

※基金･･･その事業を行うために積み立てたお金

　
　
　

般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
74
億
９
，

　
　
　

５
９
３
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

7･

5
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
繰
入
金
で
基
金(

町
の
積
立
金)

を
取
り
崩
し
特
別
会
計
に
繰
り
出
し
て
実
施
す

る
事
業
の
減
少
で
、
前
年
度
に
比
べ
92･

4
％

減
の
1
億
１
，
２
１
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
支
出
金
で
は
企
業
的
園
芸
支
援
事

業
補
助
金
等
の
各
種
事
業
補
助
金
や
交
付
金
の

増
加
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
60
・
1
％
増
の

11
億
２
，
９
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他(

財
産
収
入･

繰
越
金･

寄
附
金)

で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
や
土
地
売
払
い

に
よ
る
財
産
収
入
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
１
１
５
・
8
％
増
の

3
億
２
，
６
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
教
育
費
で
総
合
運
動
公
園
改
修

事
業
の
一
部
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
24･

2
％
減
の
10
億
３
，
８
３
４
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
工
費
と
土
木

費
で
は
、
と
も
に
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
商
工
費
が
前
年
度
に
比

べ
19
・
1
％
減
の
2
億
９
，
０
７
２
万
円
、
土

木
費
で
前
年
度
に
比
べ
25
・
5
％
減
の
5
億
７
，

１
０
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
林
水
産
業
費
で
は
大
規
模
園
芸
ハ

ウ
ス
整
備
事
業
、
園
芸
産
地
広
域
拠
点
整
備
事

業
等
の
実
施
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
32･

8
％

増
の
4
億
３
，
８
２
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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美浜の
平成29年度 主要事業

まちづくり
平成29年度に取り組む主な事業を、第五次美浜町総合振興計画の基本目標に沿って紹介します。(金額は事業費)

■エネルギービジョン事業化計画策定事業 (9,221 万円 )
　前年度に作成した美浜町エネルギービジョンに基づき、再生可能エ
ネルギーを活用したまちづくりのための詳細な事業計画を策定する。

生活環境

福祉 ･ 健康

　産業 ･ 雇用

　教育 ･ 文化

住民活動 ･ 共同 ･ 協働
■健康みはま 21 推進強化事業 (248 万円 )
　｢ げんげん運動 ｣ を効果的に推進するため、地域や職
場、学校等での周知を目的とした各種事業を実施して、
生活習慣病予防や重症化予防に取り組む。
　また、｢ げんげん運動 ｣ の取り組みを分析 ･ 評価する
ため、アンケート調査を実施する。

■学校ＩＣＴ教育推進事業 (478 万円 )
　児童や生徒が主体的 ･ 共同的に思考 ･ 判断 ･ 表現でき
る新しい学びの機会を創出するため、ＩＣＴ ( ※ ) 支援
員を設置し、学校ＩＣＴ教育の推進を図る。

■美浜スマートコンパクトシティ魅力創造拠点化事業 (1,782 万円 )
　美浜駅周辺の活性化や既成市街地の再編、宅地化の促進を図りコンパクトなま
ちづくりを目指す。また、にぎわいのある町づくりや地域住民の交流拠点を軸に
｢ 美浜町地域づくり拠点化整備計画 ｣ を策定する。

■地籍調査事業 (1,174 万円 )
　土地の境界の明示や公共事業の円滑化等を目的として地籍調査を
実施する ( 本年度実施予定地区 : 中寺区 )。

■空家等対策事業 (862 万円 )
　所有者や集落への啓蒙活動や補助金制度の充実を図り、空家の利
活用や解体除去を推進する。

■がんばる美
み は ま び と

浜人応援事業 (409 万円 )
　町の活性化に繋がる地域活動を自主的、自立的に行う団体を支援
する。

■福井国体推進事業 (3,071 万円 )
■福井国体花いっぱい推進事業 (555 万円 )
　平成 30 年開催の ｢ 福井しあわせ元気国体 ｣ に向けて、
プレ大会として第 37 回全日本中学選手権競漕大会を開
催する。また、おもてなしの機運の醸成を図るため、コ
スモス播種イベント等の環境美化運動を実施する。

■総合運動公園改修事業 (1 億 517 万円 )
　総合体育館の空調設備や運動場の屋外トイレ、テニス
場を、利用者が安全かつ快適に施設を利用できるように
改修する。

自然 ･ 環境

■町道久々子 ･ 東レイク線道路改良事業 (6,700 万円 )
　平成 30 年に開催される ｢ 福井しあわせ元気国体 ｣ の会場となる
町道久々子 ･ 東レイク線のかさ上げ工事を行い、冠水被害の防止を
図る。

■スマイル福祉プラン策定事業 (414 万円 )
　平成 29 年度で計画が終了する美浜町地域福祉計画、
障害者基本計画及び障害福祉計画を見直し、新計画を策
定する。

1. 未来をひらき人と文化を育む まち

2. 健やかでぬくもりのある まち

4. 豊かな自然環境と心安らぐ まち

5. 快適で安全安心な まち

3. 活気とにぎわいのある まち

6. みんなで築く協働の まち

■健康診査事業 (7,341 万円 )
　働き盛りのがんによる死亡率の減少や、医療費の削減
を図るため、各種がん検診やフレッシュ・動脈硬化健診
を実施する。

■美し美浜 ｢ インバウンド ｣ 雇用創出プロジェクト事業
(1,213 万円 )

　美浜町のプロモーションビデオ ( 春 ･ 夏 ) を撮影し、前年度に作成
した冬の映像を加えて年間の観光映像を制作する。また、台湾で出向
宣伝を行い、台湾からのインバウンド観光客数の拡大を図る。

■美浜鰤
ブリッジ

路開拓事業 (282 万円 )
　美浜町で水揚げされた水産物を商標登録して商品価値を高め、また、
出向宣伝により販路拡大を図る。

福井国体花いっぱい推進事業

ふるさと創造プロジェクト事業(新庄大谷山)

親子げんげん運動での料理教室

町道佐柿･郷市線(耳川橋) 美浜町地域福祉計画と障害者基本計画

■ふるさと創造プロジェクト事業 (4,798 万円 )
　美浜町観光振興３つのゾーンのうち、新庄山里ゾーンにおいて、登
山道の整備やイベントを開催することにより、里山の観光振興や地域
の活性化を図る。

■町道佐柿・郷市線道路改良事業 (2 億 2,238 万円 )
　建設から 50 年以上が経過している耳川橋を改修し、道路交通の
安全性、利便性の向上や防災道路としての機能確保を図る。

( ※ ) ＩＣＴ…情報通信技術
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みんなで創
つく

り　絆
つな

ぎ　集
つど

う　美
うま

し美浜

■基本理念

■重点施策

◎環境出前講座の実施

◎ ｢ きいぱす ｣ での教育プログラ

　ムを活用した、エネルギーに関

　する専門人材の育成

◎町内環境関連団体及びその活動

　に関する情報発信 ･ ネットワー

　ク体制の整備

◎町内外の環境関連団体相互の交

　流機会の推進　　　　　　　等

｢ ひと ｣ がつながり、地域がつながることによって絆が深まり、地域の伝統 ･ 文化 ･ 自然を次の世代
へとつなげるまちづくりを目指す

対 象 期 間 平成 29 年度から平成 38 年度

　
　
　

で
は
、
平
成
29
年
3
月
に
、｢

第

　
　
　

二
次
美
浜
町
環
境
基
本
計
画｣

を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
大
気
汚
染
や
騒
音
、
振

動
等
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
対
す
る
具

体
的
な
行
動
指
針
を
定
め
た
も
の
で
あ

り
、
町
民
や
事
業
者
、
町
が
環
境
保
全
に

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
共
通
の
将
来

像
や
目
的
、
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
、
前
計
画
が
平
成
28
年
度
に
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
10
年
間
の
取
り
組

み
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
内
の
環
境
に
お
け
る
現
状

と
課
題
を
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
町
民

や
事
業
者
に
対
し
て
、
環
境
保
全
へ
の
意

識
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

美
浜
町
の
現
状
と
課
題
、
国
内
外
の
状

況
等
を
踏
ま
え
、
次
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

▼
生
物
多
様
性
の
保
全
と
、
農
林
水
産

　

物
等
の
持
続
可
能
な
利
用
に
努
め
る

　

こ
と
で
、
将
来
に
渡
っ
て
自
然
の
恵

　

み
を
享
受
で
き
る
環
境
を
維
持
す
る

　

こ
と
が
必
要

　

本
計
画
で
は
、
上
位
計
画
で
あ
る
第
五

次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
基
本

理
念
及
び
将
来
像
を
本
計
画
の
基
本
理
念

と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

4
つ
の
基
本
目
標
と
各
種
施
策
を
定
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、取
り
組
む
必
要
性
が
特
に
高
く
、

施
策
全
体
を
牽
引
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ

る
3
つ
の
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。(

次
頁
参
照)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

川
尻)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
０
３

町
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た

計
画
の
方
向
性

美
浜
町
の
現
状
と
課
題

第
二
次
美
浜
町
環
境
基
本
計
画
を
策
定

町

▼
事
業
者
の
多
く
は｢

事
業
活
動
に
お

　

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
多
さ｣

　

が
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

　

る
と
認
識
し
て
い
る

（
現
状
）

▼
本
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

　

ス
の
削
減
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

美
浜
町
の
環
境
を
守
り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

　

本
計
画
で
は
、
計
画
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
、
具
体
的
な
数
値
目
標
に

よ
っ
て
各
施
策
の
実
施
状
況
を
把
握･

評
価
し
ま
す
。
数
値
目
標
を
設
定
し
て

い
な
い
施
策
も
、
実
施
事
業
の
内
容
を

具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
評
価
を

行
い
ま
す
。

　

評
価
し
た
結
果
は
、
美
浜
町
環
境
審

議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
随
時
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い

き
ま
す
。

今
後
の
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

↑計画を答申する美浜町環境審議会の津田直昭会長 ( 右 )

▼
日
常
生
活
に
お
け
る
生
ご
み
分
別
や

　

節
電
等
の
環
境
配
慮
行
動
の
実
施
率

　

が
、
10
年
前
と
比
べ
て
低
下

●
人
づ
く
り

　

町
民
の
環
境
配
慮
行
動
の
低
下
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
。

　

ま
た
、
環
境
保
全
を
更
に
進
め
る
た

め
、
個
人
の
持
つ
環
境
へ
の
配
慮
を
、

人
、
団
体
の
繋
が
り(

環わ

づ
く
り)

を

重
視
し
た
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
る
。

●
生
物
多
様
性
の
保
全

　

自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
環
境
を

将
来
に
残
し
て
い
く
た
め
、
三
方
五
湖

周
辺
を
は
じ
め
、
町
全
域
に
お
け
る
生

物
多
様
性
を
保
全
す
る
。

●
地
球
温
暖
化
対
策

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
町
民
の
関
心

も
高
い
地
球
温
暖
化
対
策
に
重
点
的
に

取
り
組
む
。

第
二
次
美
浜
町
環
境
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
取
り
組
む
こ
と

■基本目標

①
環境にやさしい、
みはま人づくり

　環境を大切にする人

材を育てていきます。

②
みはまの地域環境
の保全 ･創出

③
みはまの生活環境

の保全

④
みはまの低炭素 ･
循環型社会の形成

　海 ･ 川 ･ 湖 ･ 山等の

自然環境や歴史資源を

保全 ･ 創出し、生きも

のと共生するまちをつ

くっていきます。

　みんなで生活環境の

保全 ･ 改善に取り組み

ます。

　低炭素、循環型のま

ちづくりを通じて、地

球環境の保全に貢献し

ます。

人づくり、環づくり 生きものと共生する
地域づくり 地球温暖化対策

重点施策① 重点施策② 重点施策③

◎三方五湖と周辺の農業、漁業の営

　みの取り組みについての世界農業

　遺産の認定の取得

◎生物多様性地域戦略の推進

◎町民参加による外来動植物の分布

　状況調査 ･ 駆除の実施

◎環境に配慮した農業や漁業の推進

◎地域産農林水産物のブランド化

　と販売促進　　　　　　　　　等

◎温室効果ガスの排出削減の取

　り組みを定めた ｢ 美浜町地球

　温暖化対策実行計画 ( 区域施

　策編、事務事業編 )」を推進

▼
町
民
の
関
心
が
最
も
高
い
環
境
問
題

　

は｢

地
球
温
暖
化｣

で
あ
り
、
次
い

　

で｢
ご
み
の
不
法
投
棄｣

で
あ
る

（
主
な
課
題
）

※区域施策編は町全域を対象とし、事務

　事業編は町の事務 ･ 事業を対象として

　います

　創…
　絆…

さまざまな交流 ･ 体験を通じて、人々が出会い、交流が生まれ、輪を広げ、｢ ひと ｣ が集えるにぎわ
いのあるまちづくりを目指す

活力ある ｢ ひと」を育て、人材をつくり、地域をつくり、活気あふれるまちづくりを目指す

集…

■将来像
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カジノン株式会社と｢工場立地に関する協定｣を締結

■ お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課(担当･山口)
　☎32‐6715

　
　
　

月
23
日
に
、
カ
ジ
ノ
ン

　
　
　

株
式
会
社(

岡
山
県
岡
山

市)

と
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定

を
町
役
場
で
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
、山
上
に
建
設
す
る
植
物

工
場
は
、同
社
の
子
会
社
で
あ
る

ア
グ
リ
ト
株
式
会
社
が
運
営
し
、

平
成
29
年
4
月
末
頃
に
着
工
、

同
年
10
月
頃
に
操
業
開
始
の
予
定

で
、地
元
か
ら
約
20
人
の
雇
用
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。工
場
で
は
、Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
っ
た
独
自
の
技
術

で
フ
リ
ル
レ
タ
ス
や
水
菜
、い
ち

ご
等
を
生
産
し
、関
西
の
飲
食
店

を
中
心
に
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。

3

　

山
口
町
長
は｢

植
物
工
場
に
よ

る
栽
培
は
、
研
究
が
進
ん
で
お

り
、
よ
り
お
い
し
く
栄
養
価
の
高

い
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
早
期
に
野

菜
が
出
荷
で
き
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る｣

と
話
し
、
石
井
貴
朗
代

表
取
締
役
は｢

植
物
工
場
に
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
温
度･

湿
度
の
調

節
等
、
電
気
設
備
会
社
と
し
て

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
、
美
浜
町
の
ご

支
援
を
頂
き
な
が
ら
発
展
し
て

い
き
た
い｣

と
抱
負
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

↑協定書に調印後、握手を交わす山口町長(左)とカジノン株式会社
　石井貴朗代表取締役(右)

美方汚泥再生処理センターが完成
家庭から出るし尿を再利用 ■ お問い合わせ先

　町住民環境課(担当･三宅)
　☎32‐6703

　
　
　

月
30
日
に
、
美
方
汚
泥
再

　
　
　

生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
竣
工

式
が
松
原
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
、
家
庭
か
ら
出
る
有

機
性
廃
棄
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
の
施
設
で
、
美
方
し
尿
処
理

場(

久
々
子)

の
老
朽
化
に
伴
い
、

美
浜
・
三
方
環
境
衛
生
組
合
が
整

備
し
た
も
の
で
す
。

　

本
施
設
で
は
、
尿
を
脱
水
処
理

し
、
液
と
汚
泥
に
分
離
し
ま
す
。

分
離
し
た
液
は
希
釈
し
た
後
公
共

下
水
道
に
放
流
し
、
ま
た
、
脱
水

し
た
汚
泥
は
エ
コ
ク
ル
美
方
で
助

燃
材
と
し
て
有
効
利
用
し
ま
す
。

　

本
施
設
内
に
は
、
廃
棄
物
に
含

3

植物工場の建設に向けて

美浜熟成魚加工場が完成

■ お問い合わせ先
　町みはまブランド開拓課(担当･渡辺)
　☎32‐6714

　
　
　

月
11
日
に
、
美
浜
熟
成
魚

　
　
　

加
工
場
の
落
成
式
が
日
向

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
、
鮮
魚
を
寝
か
せ
る

こ
と
で
旨
み
を
引
き
出
し
た｢

熟
成

魚｣

を
製
造
す
る
た
め
の
施
設
で
、

東
京
日
本
橋
で｢

熟
成
魚
場 

福
井

県
美
浜
町｣

を
経
営
す
る
株
式
会
社

fu
n
 fu

n
ctio

n

の
子
会
社
で
あ
る

ふ
く
い
食
ブ
ラ
ン
ド
推
進
株
式
会

社
が
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

本
施
設
で
は
、
早
朝
に
水
揚
げ

さ
れ
た
マ
ダ
イ
や
ヒ
ラ
メ
等
の
鮮

魚
を
下
処
理
し
た
後
、
恒
温
恒
湿

の
熟
成
庫
で
3
日
か
ら
2
週
間
ほ

ど
熟
成
さ
せ
ま
す
。
製
造
し
た
熟

成
魚
は
首
都
圏
や
町
内
の
民
宿
に

向
け
て
出
荷
し
て
い
き
ま
す
。

4

　

山
口
町
長
は｢

熟
成
魚
と
い
う

町
の
新
た
な
資
源
を
発
掘
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
、
美
浜
の
魚
が
世
界
に
発
信

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い｣

と

話
し
、
合
掌
智
宏
代
表
取
締
役
は

｢

本
施
設
で
は
、
従
来
の
約
20
倍

の
量
を
製
造
で
き
る
。
美
浜
の
熟

成
魚
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
首
都
圏
に
出

荷
予
定
だ
が
、
町
内
の
旅
館
や
民

宿
で
も
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
。
新
鮮
な
魚
と
熟
成

魚
、
2
つ
の
味
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

↑日向に完成した美浜熟成魚加工場

美浜東｢美
う ま

し野
の

｣ニュータウンが全区画分譲開始

美浜東 美
う ま

し野
の

｢いきいき農園｣と移住居住体験施設｢黄
お う し ゃ

舎｣が完成

■ お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課(担当･山口、南)
　☎32‐6715
　町農林水産課(担当･上光)
　☎32‐6706

4

美浜の熟成魚を発信

↑美方汚泥再生処理センター

↑破砕装置 ↑汚泥脱水機

ま
れ
る
大
き
な
ゴ
ミ
等
を
砕
く
破

砕
装
置
や
、
強
力
な
遠
心
力
に

よ
っ
て
汚
泥
を
脱
水
す
る
汚
泥
脱

水
機
、
見
学
者
の
受
入
室
、
中
央

監
視
室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

↑熟成魚を試食する山口町長(左) ↑熟成された塩ブリ

　
　
　

月
15
日
に
、
美
浜
東｢

美

　
　
　

し
野｣

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

全
区
画
分
譲
開
始
式
と
美
浜
東

美
し
野｢

い
き
い
き
農
園｣

の
開

園
式
、
移
住
居
住
体
験
施
設｢

黄

舎｣

の
開
所
式
が
山
上
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

美
浜
東｢

美
し
野｣

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
は
、
若
者
定
住
を
促
進
す
る
た

め
町
が
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
平
成
28
年
6
月
か
ら
整
備
を

進
め
て
き
た
第
2
期
分
譲
分(

39
区

画)

の
整
備
完
了
に
伴
い
全
区
画
が

分
譲
開
始
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

美
浜
東
美
し
野｢

い
き
い
き
農

園｣

は
、
農
業
を
通
じ
た
生
き
が

い
や
健
康
づ
く
り
、
都
市
住
民
と

の
交
流
、
定
住
の
促
進
を
目
的
に

町
が
整
備
し
た
も
の
で
す
。
農
園

は
全
体
で
54
区
画
あ
り
、
1
区
画

あ
た
り
30
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

年
額
５
，
０
０
０
円(

町
内
者
は

４
，
０
０
０
円)

で
貸
し
出
し
ま

↑美浜東｢美し野｣ニュータウン全区画
　分譲記念植栽

↑町内保育園児による、いきいき農園の野菜
　苗の初植え

↑移住居住体験施設｢黄舎｣

す
。

　

移
住
居
住
体
験
施
設｢

黄
舎｣

は
、
新
規
就
農
者
や
美
浜
暮
ら

し
を
体
験
し
た
い
人
達
が
、
お

試
し
で
居
住
で
き
る
施
設
と
し

て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福

井
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
空
家

を
改
修
し
整
備
し
た
も
の
で
、

宿
泊
可
能
な
部
屋
が
3
部
屋
あ

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
更
な
る
移
住

･

定
住
の
促
進
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。


